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Part 2 

Any non-surgical treatment that can yield satisfying results has not yet been esta- 
blished for chyluria. Having noticed that improvements of symptoms or even recovery 
occurred after LAG, we tried to introduce LAG as a method of treatment for chyluria. 


We have applied LAG to total 13 cases estimating protein output into urine as an index 


長崎 大 学 熱帯 医学 研究 所 業績 第 647 号 


乳 歴 尿 症 の 涼 巴 管 


_ to its effect. 
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Since we obtained favourable results, we have reported in the present 


Ten out of 27 cases (37%) showed marked improvement, urine becoming clear and 


protein-free in one week after the application of LAG. 


It is such a high rate that the 


improvement can not be taken as a Spontaneous remission. 


More precisely, tatal 13 cases were checked for 24 hours proteim output into urine 


with a modified Sueyoshi’s method to observe the changes before and after LAG. De- 


crease Of protein output was outstanding. 


on the day foilowing LAG. 


Five out of 13 cases became protein-free 


The cases having passed more than 10g protein daily, however, can not be jprotein-tree 


after onty one application of LAG, though urinary symptoms definitely improve. Such 


cases nesd another one or two appiication. 


In all cases we treated urine became protein- 


free after once, twice or a few times of LAG procedures. 


The machanism of effect of LAG on chyluria is unknown. 


The cases which reco- 


yered immediately after LAG probably indicate the pharmacological effect of iodide 


contained in the contrast medium and a certain role of oil-droplet of the medium. 


乳 び 尿 の 治療 は , 従来 種々 の 試み が な され て きた . 
菅生 内 注入 療法 や , 腎 周明 リン パ 管 遮断 術 な ど は , 腔 
れ た 効果 を 得 て い る が , 患者 に と っ て は , 負担 が 大 き 
いき らい が ある . 

我々 は , 乳 び 尿 の 治療 法 を 種々 試み て いる が , 今回 


は , リン ペ 管 造影 (LAG) 施行 後 , “ 乳 び が 如く な っ 
た "” あるいは, 「" 清 溢 に な っ た "な ど と いう 患者 が 多い 
と と に 注目 し LAG を 診断 面 の み だ け で は な く , これ 
を 太極 的 に 治療 と し て 応用 で き な い だ ろう か と 考え , 
尿 中 蛋 幅 を 指標 と し て , 検討 を 行っ た . 


研究 方 法 及 び 対 角 


対象 は LAG を 施行 し た 88 例 を 選び , これ の 尿 笛 白 を 
調べ , LAG 施 行 后 , 2 週間 以内 に 陰性 と な っ た も の を 
閉 効 , 険 人 性 に は な ら な か っ た が , 明らか に 減少 し た も 
の を 有効 , 全然 変化 の な いも の を 人 無効 と 判定 し , それ 
ぞ れ , 第 一 息 で 述べ た A 千 , B 群 , C 群 に お いて 比較 を 


結 


38 例 中 , LAG 施 行 前 に 尿 中 衝 白 が すでに 陰性 で あっ 
た も の 7 例 , 施行 後 直ちに 退院 し た 人為 , 経 過 の 判明 し な 
いも の 4 例 を 除く 27 例 の うち , 有効 例 は 18 例 (66.7 多 う 
で あっ た . と の うち 著 効 例 は 10 例 で , A 群 に 多く , 無 
効 例 は C 群 に 多く み ら れ た . こと の よう に , 単なる 自然 
寛解 に よる 乳 び 尿 の 消失 と は 考え られ な い 程 の 著 効 率 
(27 例 中 10 例 , 37 少 ) が 信 ら れ た の で 〈 表 ), より 厳 
密 な 観察 を 行う 目的 で , 末吉 氏 法 に より , 24 時 間 尿 中 


行なっ た . 

尿 中 蛋白 は , 定性 の み で 判定 し た が , うち 8 例 は , 
24 時 間 尿 で , 本 古 法 に よる 人 昼 白 定量 を 行い LAG 前 后 
の 蛋白 量 の 変化 を 観 宗 し た . 


果 


午 白 量 を 測定 し , LAG 前 後 の 変動 を 志 求 し た .( 表 2) 
症例 は 全部 で 8 例 で ある が , うち , 症例 2, 5, 8, 12 は , 
2 力 至 3 回 の LAG を 行なっ て いる の で , 延べ 13 例 と な 
っ て いる . 尿 中 者 白 量 は , 日 に よっ て 異 る の で , LAG 
施行 前 5 日 間 , 施行 後 5 日 間 の それ ぞ れ の 平均 値 を 比 
し た 

症 例 1 は, LAG 施行 前 は , 尿 中 算 日 3.5『 で あっ た 
が , 施行 后 1.19 と な り , 2 週間 后 に は 尿 は 全く 清 溢 
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Table 1. 
Markedly 

ed Reduced 
Group A 5 1 
Group B 4 4 
Group C 1 3 
Total 10 8 

Table 2. 
No Name Sex Age 

1 WwW. TT F 。 71 

2 I. 日 M 69 

3 ア の 2 

4 D. M. M 40 

5 Y. K M 69 

6 グ AZ が 

7 アア ア グ 

8 Y. H. M 70 

り ア 〆 2 ア 

10 工 ， 工 . AM 67 

i1 K. U. AL 32 

12 K. I F 30 

13 の 2 


と な り , 邊 白 も 陰性 と な っ た . 

症例 2 は , LAG 施 行 前 は 平均 11.8 の 蛋白 を 排出 
し て いた が , LAG 後 , 5.9 と 約 半 減 し た も の ゝ 乳 び 
尿 は 消 和 失せ ず , 1 カ月 後 2 回 目 の LAG 施行 (症例 3) 
施行 前 6.6『 で あっ た 蛋白 量 が 3.3 タ に 減少 , 8 日 目 
は 全く 陰性 と な っ た . 

症例 4 は , LAG 前 は , 6.7 で あっ た も の が , 施行 
后 , 1.2 に 減少 し た . 肉眼 的 に は , 食後 2 時 間 で , 
や ゝ 混濁 する 程度 で あっ た が , 蛋白 消失 する に 至ら ず , 
退院 し た . 

症例 5 は , LAG 前 は 14.3 の 蛋白 量 を 認め , 乳 び 血 
尿 , 排尿 困難 を 訴え て いた が 1 回 目 の LAG に て , 4.2 
ヶ と 減少 し た . 

し か し その 後 再 び 増加 し , 13.6 め と な り , 2 カ月 后 , 
2 回 目 の LAG 孝 行 を 余儀 な くさ れ た . (症例 6) 6.3 
ヶ に 減少 し , 5 日 目 に は 陰性 と な っ た が , 脂肪 負荷 を 
行っ た と と ろ , 再び , 1.69 の 蛋白 を 排出 し た の で , 


Unchanged 


Duration of 


EFFECT OF L.A.G. ON PROTEIN OUTPUT INTO URINE 


Protein-free 


Peare PIN Unknown Total 
3 3 2 14 
1 9 
5 4 2 15 
9 7 4 38 


PROTEIN OUTPUT INTO URINE AFTER L.A.G. 


Protein output into 
urine (g/day)* 


chyluria 
before atter 
4 “years 3.5 1.1 
3 11.8 5.9 
〆 6.6 3.8 
10 6.7 1.2 
23 14. 3 4.2 
ケ 13.6 6.3 
ク 1.6 0.0 
3 13.2 6.7 
ゲ 1.2 0.0 
1 7.0 0.0 
2 months 1.4 0.0 
6 13.8 6.8 
7. 4 0.0 


*5 days’ average 


1 カ月 後 $ 回 目 の LAG を 行い ,( 症 例 7) 直ちに 尿 中 重 
折 陰 件 と な っ た . 

症例 8 は, 13.29 の 蛋白 を 排出 LAG 後 6.79 ま で 
減少 し た が , 陰性 化 ぜ ず , 1 ケ月 半 後 , 1.2 の の 蛋白 
量 を 排出 し て いる 時 期 に 2 回 目 の LAG (症例 9 ) 施行 , 
崇 日 より , 陰性 と な っ た . 

症例 10 7.69 の 蛋白 を 排出 し て いた が , LAG 戸 直 
ち 陰 性 と な っ た . 

症 全 11 LAG 和 施行 前 は , 1.4 の 蛋白 量 を みとめ た 
が , 施行 后 下 ち に 尿 中 蛋白 陰性 と な っ た . 


- 症 貸 12 19.8 ず の 尿 中 者 打 を 認め 同時 に 排尿 困難 も 


時 折 み と め て いた が , LAG 后 は , &.89 に 減少 , 排尿 
困難 は 消 矢 し た も の > ゝ , 乳 び 尿 は 消失 せ ず , 2 カ月 后 , 
2 回目 (症例 13) の LAG を 行い , 翌日 より , 尿 中 蛋白 
陰性 化 を みた . 以上 :LAG に より , 乳 び 尿 症 , 8 例 中 , 
7 例 著 効 を 得 た . 


乳 糜 尿 证 四 淋巴 管 造影 


副 


本 法 の 副作用 は , 術 后 一 過 性 の 発熱 , 局所 ( 足 背 ) 
の 凌 痛 , が 最も 普通 に み ら れ る も の で ある . ee 
発熱 は , 表 3 に み ら れ る 如く , 838 例 中 , 24 全 に み ら 

た が , 格別 の 奴 置 を 必要 と し な い 程 度 で あっ た . 
Table 3. 
Markedly 
reduded Reduced 
with fever 
38°C and higher 2 4 
under 38°C 3 2 
Without fever 5 2 
Total 10 8 
考 
これ まで , 乳 び 尿 症 の 治療 は , 安静 , 食餌 療法 が 


内 科 面 で は 主として 行わ れ , 薬剤 に よる 治療 も , 数 え 
切れ な い 程 と いっ て よい . し か し , 乳 び 尿 に , 自然 宛 
解 と いう 奇妙 な 現象 が ある 以上 , その 効果 判定 は な か 
な か むず か し い 面 が ある . 

我々 は , LAG 後 , 乳 び 尿 が 軽快 する 例 が 多い こと と 
に 着目 し , 乳 び 尿 の 治療 と いう 観点 か ら , LAG を 施行 
し , 必要 あれ ば , 2 回 , 3 回 と 反復 し て 行っ た 結 時 , 
池 び 尿 症 の 治療 と し て 極め で 有効 で ある こと に いさ ゝ 
か 驚い て いる . 尿 中 蛋白 の 推移 を 図 1 に 示し た が 決し 
て , 自然 寛解 に よる も の で は な く , 明らか に LAG に 
よる 効果 で ある と 信じ て いる . 

何故 ， LAG に より 乳 び 尿 が 消失 する の か その 機 序 
は 不明 で ある . し か し , 第 一 鎖 で 述べ た よう に , 腎 逆 
流 牙 に 流入 し た 人 造影 剤 は , 比較 的 長く その 部 分 に 停 深 
し て いる こと, 及び , 造影 刑 が 油性 で あり , 肺 毛細 管 
沁 微 小 栓塞 Microembolism) を 起す と いう 事実 な ど 
より , 腎 志 に お ける リン パ 着 , 及び , そこ と に 至る 網状 
に 発達 し た 腎 同朋 リン パ 毛 細管 内 に , 油 満 と し て 栓 奪 
を お と すか , 或いは , 停滞 し た , ヨー ド に よる 化学 的 
な 作用 に より リン パパ 管 炎 を お と し , 内 中 を 閉 察 する か 
の 二 つ の 機 序 を 推測 し て いる . と の 事 は , 図 | に みる よ 
うに , LAG 翌日 に より 直ちに 完全 に 季 び 尿 が 停止 し 
て し まう も の や , 或いは , 次 第 に 減少 し な が ら 消 矢 す 


作 


症 を 伴う 


に つい て CTE) 29 
用 

又 , 肺 の 造影 部 に よる 栓 塞 の た め ぬ , 肺 機能 障害 の あ 

る も の で は , 呼吸 困難 を 来たす 恐れ が ある が , 症例 8 


に , 中 等 度 の 呼吸 困難 を 認め た . 本 例 は , 気管 文 拡張 
’ 肺 気 種 の 患者 で あっ た . 


PROTEIN OUTPUT INTO URINE AND FEVER AFTER L.A.G. 


Protein-tree 


Unchanged before LAG Unknown Total 
1 2 2 11 
5 3 13 
3 2 2 14 
9 7 4 39 
接 


点 低 お いて の LAG が 泰 効 し て いる 


る 例 も あり , 前 者 の 例 は ヨー ド の も つ 楽 理 作用 に よる 
機 痛 より は , 物理 的 な 原因 を 考え や すい し , 後者 の 場 
合 は , 逆 に 薬剤 に 対す る 生体 反応 に よる と し た 方 が 理 
骨 M2A9O、 で その 貞 ( 関 じ し て は ーー ド や を 全 ささい (人 
列 の み を リン バ 管 内 注入 し て みれ ば よい わけ で , 現 
在 , その よう な 薬 閣 を 検討 中 で ある . 本 法 施 行 后 , 
人 
る リン / 管 炎 の 結果 と すれ ば , 奈 蛋 口 に 及ば す 影 響 
極め て 興味 の ある と と で ある が , 表 3 で みる よう に , 
発熱 と , 蛋 販 消失 と は , 直接 関係 は 認め られ な いよ う 
で ある . 

治 姜 に あたり , 1 回 の LAG で , 乳 び 尿 が 停止 し た 
症例 は 第 ん ど , 施行 前 の 蛋白 量 が 10 2 以下 で ある の た, 
2 回 3 回 と LAG を 反復 施行 せ ざ る を 得 な か っ た 症例 は , 
いずれ も 10 9 以上 で あり , し か も , 1 回目, 交代 2 
回 目 の LAG に よっ て , 蛋 円 量 が 10 以下 に 減少 し た 時 
と と は , 非常 に 興 
味 深い 、 と の こと は , 尿 中 量 白 量 が , 或 る 程度 , 
バ 接 所 の 大 き さ に 比例 する の で は な いか と いう 
美 付け に な る と 思う 

LAGC よ つて 消失 し た 乳 び 氷 が 再発 する 員 能 
多い が , 現在 の と と みろ 遠隔 或 績 が な い の で , 
すべ き 課 題 で あろ う . 
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今後 追求 
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LAG 施 行 后 , 乳 び 尿 が 2 週間 以内 に 消失 乃至 轻 


文献 は 
文献 


数 多い が , それ に よる 乳 び 尿 の 消失 を 報告 し た 文献 は 


見 当ら ない. 


n Ht RN 和裕 


診断 的 価値 を 論じ た 
占 に つい て 


と AG の 乳 び 尿 に お ける 
我々 は , と の 


地 麻 尿 症 の 光世 


2 ) 24 時 間 尿 中 , 蛋白 量 を 指標 と し て , LAG を 施 
行 し , 8 例 中 , 9 例 に 乳 び 尿 の 完全 消失 を みた . 

3 ) 24 時 間 尿 中 蛋白 量 5 日 間 の 平均 が 10 以上 で あ 
る 時 は , 1 回 の LAG で は 奏効 せ ず , 2 乃至 3 回 以上 , 
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